
　鹿角といえばお馴染み、紅白歌合戦への出演

や県内外各地のイベントで大活躍中のイメージ

キャラクター「たんぽ小町ちゃん」。お誕生日

はきりたんぽの日の 11 月 11 日です。

～願う踊り・奏でる踊り～

鹿角市民俗芸能フェスティバル鹿角市民俗芸能フェスティバル

　

鹿
角
市
民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

市
内
外
に
お
い
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸

能
を
一
般
に
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
無
形

民
俗
文
化
財
な
ど
の
価
値
と
魅
力
を
発
信

し
、
保
存
と
伝
承
、
継
承
者
の
発
掘
・
育
成

の
場
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
27
年
か
ら

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
市
内
各
地
で
古
く
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
踊
り
の
ほ
か
、
県
内
の
神
楽
や
風

流
系
の
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。
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館
コ
モ
ッ
セ
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情
緒
豊
か
で
優
雅
な
踊
り
と
、
男
女
と
も
に
「
箪

笥
の
底
を
着
て
踊
る
」
と
言
わ
れ
る
紋
付
や
留
袖

の
着
物
に
、
豆
絞
り
の
手
拭
で
口
元
を
隠
し
て
顎

下
で
結
ぶ
独
特
な
頬ほ
っ
か
む被

り
の
衣
装
が
特
徴
で
す
。

　

「
風
ふ
り
ゅ
う
お
ど
り

流
踊
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

へ
の
登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
修
験
道
の
山
伏
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
き
た
神
楽
で
、
11
月
か
ら
正
月
に
か
け
て
村
々

を
回
り
、
息
災
延
命
と
悪
魔
祓
い
の
祈
祷
を
し
て

い
た
も
の
で
す
。
テ
ン
ポ
の
速
い
囃
子
に
合
わ
せ

て
舞
う
武
士
舞
と
、
古
典
で
静
か
な
リ
ズ
ム
で
舞

う
古
典
舞
が
特
徴
で
す
。

　

近
世
に
高
屋
館
に
入
部
し
た
佐
藤
近
江
が
三
河

（
愛
知
県
）
か
ら
移
住
し
た
折
、
保
持
し
て
き
た

と
伝
え
ら
れ
、
毎
年
旧
盆
の
頃
に
豊
作
を
願
い
稲

荷
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
毎

年
4
月
19
日
に
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
駒
と
奴

や
っ
こ
ま
い

舞
が

特
徴
で
す
。

　

江
戸
中
期
、
山
伏
た
ち
が
伊
勢
参
宮
を
し
た
際

に
伊
勢
音
頭
の
手
振
り
を
願
人
踊
に
挿
入
し
た
と

い
わ
れ
、
豊
年
満
作
、
五
穀
豊
穣
を
願
い
各
家
々

を
回
り
ま
す
。
右
手
右
足
、
左
手
左
足
が
同
時
に

所
作
を
し
て
奔
放
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
踊
り
が
特
徴

で
す
。
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踊
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ん
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ど
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人

踊

12 月 5 日日 13 時開演

文化の杜交流館コモッセ 文化ホール

500円（当日800円）

場所

チケット
※全席指定・未就学児入場不可

チケットは、コモッセ窓口・各市民センター・大湯支所・小

坂町セパーム・ほくしか鹿鳴ホールで取り扱っています。

日時

（12 時 30 分開場）

「風
ふりゅうおどり

流踊」は、2022 年のユネスコ無形文化遺産を目指しています。

　国の重要無形民俗文化財に指定されている※風流系芸能団体で、全国民俗芸能「風流」保存・振興連

合会を設立し、ユネスコ無形文化遺産への登録を目指しています。

　秋田県では、「毛馬内の盆踊」と「西馬音内の盆踊」が連合会に加入しています。

※風流とは：念仏踊や雨乞い踊、盆踊、太鼓踊など、華やかな衣装で囃子や歌、手振りが付いた踊りの総称。

きりたんぽきりたんぽ発祥まつり発祥まつり

　日に日に寒さが増し、新米で作るきりたんぽが美味しい季節となりました。今年も「きりた日に日に寒さが増し、新米で作るきりたんぽが美味しい季節となりました。今年も「きりた

んぽ発祥まつり」を開催します。市内各所の名店が集い、さまざまなきりたんぽ鍋を味わうこんぽ発祥まつり」を開催します。市内各所の名店が集い、さまざまなきりたんぽ鍋を味わうこ

とができます。ぜひ会場にお越しいただき、鹿角発祥のきりたんぽ鍋をお楽しみください。とができます。ぜひ会場にお越しいただき、鹿角発祥のきりたんぽ鍋をお楽しみください。　目玉はなんといっても、発祥の味を再現した目玉はなんといっても、発祥の味を再現した

「「雉雉
きじきじ

出汁みそ風味の山子鍋」。きりたんぽ発祥の地出汁みそ風味の山子鍋」。きりたんぽ発祥の地

である鹿角ならではの逸品。その昔、山子（山かである鹿角ならではの逸品。その昔、山子（山か

ら材木を切り出す人々）が食べていたとされる雉ら材木を切り出す人々）が食べていたとされる雉

を使った野趣あふれる味を、普段食べているきりを使った野趣あふれる味を、普段食べているきり

たんぽ鍋と食べ比べるのがおすすめです。たんぽ鍋と食べ比べるのがおすすめです。

　なお、「山子鍋つゆ」は道の駅かづの あんとら　なお、「山子鍋つゆ」は道の駅かづの あんとら

あ売店で販売しています。あ売店で販売しています。

○発祥の地かづの伝承の味 山
や ま ご

子鍋 ○たんぽ小町ちゃんの誕生日

◆◆日時日時　　11 月 3 日 11 月 3 日 水水 10 時～ 15 時 10 時～ 15 時

◆◆場所　道の駅かづの あんとらあ場所　道の駅かづの あんとらあ

問 発祥の地鹿角きりたんぽ協議会 ☎ 22-0555

問 問 産業活力課 観光交流班　☎ 30-0248産業活力課 観光交流班　☎ 30-0248

鹿鹿
ろ っ こ ん さ いろ っ こ ん さ い

魂祭魂祭
◆出演予定演目

　　あんとらあのリニューアル記念と文化や自然遺産を観光資源とあんとらあのリニューアル記念と文化や自然遺産を観光資源と

するヘリテージ・ツーリズム推進の一環として、市内各地区で開するヘリテージ・ツーリズム推進の一環として、市内各地区で開

催される伝統的な祭りや芸能が一堂に会する観光イベント「鹿魂催される伝統的な祭りや芸能が一堂に会する観光イベント「鹿魂

祭」を開催します。祭」を開催します。

　花輪ばやしをはじめ、たくさんの祭り・伝統芸能が出演します。ぜ　花輪ばやしをはじめ、たくさんの祭り・伝統芸能が出演します。ぜ

ひこの機会に地域に残る伝統文化に触れ、鹿角文化の魅力を再発見ひこの機会に地域に残る伝統文化に触れ、鹿角文化の魅力を再発見

してみませんか。秋も深くなってきましたが、熱い 2 日間をお楽ししてみませんか。秋も深くなってきましたが、熱い 2 日間をお楽し

みください。みください。

◆◆ 日 に ち 　11 月 13 日 土、14 日 日 に ち 　11 月 13 日 土、14 日 日日  

◆◆ 時 間 　　10 時～ 15 時時 間 　　10 時～ 15 時

◆◆ 場 所 　　道の駅かづの あんとらあ場 所 　　道の駅かづの あんとらあ

花輪ばやし花輪ばやし

大森親山獅子大森親山獅子
大権現舞大権現舞

からめ節からめ節

湯瀬神明社湯瀬神明社

先祓舞先祓舞

大湯大太鼓大湯大太鼓

毛馬内盆踊り毛馬内盆踊り

　スケジュールなど、詳細はホー　スケジュールなど、詳細はホー

ムページをご覧ください。ムページをご覧ください。

P21 の市民全員ガイド化計画でも、きりたんぽ鍋について

紹介していますので、ぜひご覧ください。
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